
　島根中央高校男子硬式野球部は、島根県高等学校秋季野球大会に出場し、見事初優勝を
果たしました。また、10月24日(金)から山口県で開催される第145回秋季中国地区高等
学校野球大会へ出場されます。
　皆様、引き続き、応援よろしくお願いします。（詳細は15ページ）

初の栄冠 仲間と共に
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敬老祝い×フレイル予防
　   — 日々を健康に過ごすために ―

特 

集

今年度に百歳を迎えられる皆さまを対象に、
百歳を迎える長寿の祝いと、多年にわたり社会
の発展に寄与されたことに感謝を込め、内閣総
理大臣からお祝い状と記念品が贈られました。
本町では、６名の方が対象となりました。誠に
おめでとうございます。

中
ナカソ
祖　シズコ　様

東
ヒガシ
　　冨

フ キ エ
貴枝　様

平
ヒラトコ
床　マサコ　様

甚
ジンタ
田　文　代　様

谷
タニ
　　タミコ　様

竹
タケシタ
下　タツ子

コ
　様

フ　ミ　ヨ

これからも
お元気で

お過ごしください

川本町の実態  ( 川本町健康長寿すこやかプランより ) 
●平均寿命 ／令和元年～令和５年の５年間平均

●６５歳平均自立期間 ／令和元年～令和５年の５年間平均

…０歳時点でその後何年生きられるか
川本町男性 ８２．１５歳       川本町女性 ８７. ６１歳
島根県男性 ８１．５２歳       島根県女性 ８７. ９３歳　

６５歳平均自立期間について、川本町は男女とも県平均より長い状況です。

…６５歳の方があと何年自立した生活が期待できるか
川本町男性 １８．３６年 　　川本町女性 ２１．８５年
島根県男性 １８．２１年　　 島根県女性 ２１．６７年
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■お問い合わせ　健康福祉課　☎７２－０６３３

フレイルとは

フレイルチェックをしてみましょう

フレイル予防の３本柱

年齢を重ねていくと、
心身の機能が自然と低
下していき、知らず知
らずのうちに筋力や活
力が衰えて「虚弱」な
状態に近づきやすくな
ります。

しかし、食事や運動、
生活の工夫により健康
な状態へ回復できる可
能性があります。

健康寿命を延ばすことができるよう、できることから始めていきましょう。

自分のペースでできる運動を続けましょう

たんぱく質を意識して、バランスの
よい食事を心がけましょう

人と会っておしゃべりをし、ご近所
や仲間との活動を楽しみましょう

【出典】島根県：しまねの健康づくりプラス１シリーズ　今日からはじめる介護予防　フレイルについて知ろう

運　動

食

社会参加

両手の親指と人差し指の輪で、利き足でな
い方のふくらはぎの一番太い部分を軽く囲ん
でみてください。

指とふくらはぎの間にすき間ができると加
齢等によって筋肉量が減少している可能性が
あります。

くわしくは、こちらの動画で紹介してい
ます（右のＱＲコードを読み取ると視聴
できます）。
しまねの健康づくりプラス１シリーズ
今日からはじめる介護予防～フレイル
について知ろう～（基礎編）

指輪っかテスト

しまね MAME
インフォ
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８
月
12
日
、
第
４
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
補
正
予
算
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
（
第
３
号
）

　
・�

物
価
高
騰
対
応
支
援
事
業
（
水
道
料
軽

減
又
は
商
品
券
配
布
）
の
事
業
費
変
更

第
３
回
定
例
会
が
９
月
５
日
か
ら
12
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
坂
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
14
件
の
議

案
と
１
件
の
議
会
提
案
の
決
議
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
公
営
企
業
会
計
の

決
算
認
定
議
案
２
件
を
除
く
13
件
が
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
か
ら
当
面
す

る
町
の
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
設
置
及
び　

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
・�

告
知
端
末
、
域
内
無
料
電
話
の
廃
止

　
・
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
改
定

町
か
ら
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
に
つ
い
て
、
適
任
者
と
し
て
同
意
し
ま
し
た
。

坂
野 

光
子 

氏
（
日
の
出
）

　
臨
時
会

　
９
月
定
例
会

　
主
な
議
案
の
概
要

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

条
例
改
正

令和７年度一般会計補正予算（第５号）
【補正後予算額　６１億１，４８５万７千円】

治水対策関連事業　　   １億２，０００万円
◆�谷地区治水対策事業
　�工事負担金の増
　水道管移転工事の設計業務費追加
◆�因原地区内水排除対策事業
　�内水排除ポンプ用の電源設備（発電機）の購入

新しい人の流れを核とした産・官・学×地域
による雇用創出促進事業　　　９２０万円
　若者や女性にとって魅力ある雇用環境整備
と企業誘致の促進、新たな人の流れの創出
◆�働く場の創出「企業誘致推進業務」
　サテライトオフィス等の誘致を具現化
◆人材の育成「人材育成カリキュラム策定業務」
　人材育成カリキュラムの策定

地域総合整備資金貸付事業　　　　３億円
　一般財団法人地域総合整備財団（ふるさと財
団）の「ふるさと融資」制度を活用し、町が金
融機関から借り入れた資金を、ふるさと財団経
由で社会医療法人仁寿会に無利子で貸付
　金融機関に支払う償還利子と連帯保証料の
75％は国から特別交付税措置

ふるさと財団

地方公共団体
（川本町）金融機関

金融機関
法人格を有する
民間事業者
（仁寿会）

貸付
（無利子）

保証料の補助ふるさと財団
経由で
毎年償還

連帯保証料

連帯保証

地方債
（有利子）

NO.157
発行　川 本 町 議 会
編集　議会広報委員会
TEL（0855)72‒0068
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議会 か わ も と

各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
予
算

が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
、
目
的
と

し
て
い
た
事
業
効
果
が
得
ら
れ
た
か

な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
は
全
議
員
で
構
成
す
る
「
決
算

特
別
委
員
会
」
で
審
査
し
た
後
、
本

会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
対
象
会
計
】

　
一
般
会
計

　
特
別
会
計

　
・
国
民
健
康
保
険
事
業

　
・
後
期
高
齢
者
医
療

　
公
営
企
業
会
計

　
（
令
和
６
年
度
に
特
別
会
計
か
ら
変
更
）

　
・
簡
易
水
道
事
業

　
・
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

こ
の
う
ち
、
公
営
企
業
会
計
の
２
会

計
は
、「
不
認
定
と
す
べ
き
も
の
」
の

委
員
会
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
本

会
議
で
も
賛
成
少
数
で
不
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

【
委
員
会
審
査
報
告
】

令
和
５
年
度
分
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
が
未
申
告
と
な
っ
て
い
た

事
案
は
重
大
な
法
令
違
反
に
当
た
る
。

町
が
国
民
の
義
務
で
あ
る
税
の
申
告

納
税
を
期
限
内
に
行
わ
ず
、
延
滞
税

及
び
無
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ
た
こ

と
は
看
過
で
き
な
い
。
決
算
認
定
は

計
数
の
正
確
さ
だ
け
で
な
く
、
法
令

に
沿
っ
た
行
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い

る
か
も
重
要
な
審
査
基
準
で
あ
る
た

め
、
不
認
定
と
し
た
。

木
村
慶
五
議
員

事
案
は
深
く
反
省
す
べ
き
だ
が
、
こ

の
問
題
を
「
過
ち
」
と
し
て
切
り
捨
て

る
だ
け
で
よ
い
か
。
こ
の
議
案
を
否
認

す
る
こ
と
は
、
改
善
に
取
り
組
む
執
行

部
の
姿
勢
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。

高
良
敏
幸
議
員

重
大
な
法
令
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
事
案
発
生
か
ら
納
付
ま
で
に
か

な
り
の
日
数
を
要
し
て
い
る
。
速
や

か
に
対
処
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
不
要
な

支
出
を
し
た
こ

と
に
よ
り
、
町

民
の
大
事
な
お

金
を
使
っ
た
こ

と
は
不
適
切
で

あ
る
。
遵
法
責

務
が
あ
る
行
政

に
違
法
行
為
が

あ
っ
た
こ
と
を

見
過
ご
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

問
題
と
な
っ
た
処
理

消
費
税
申
告
期
限
：
６
年
９
月
30
日

消
費
税
申
告
日
：
７
年
２
月
28
日

消
費
税
納
付
日
：
７
年
３
月
19
日

延
滞
税
・
加
算
税
の
額
：
３
１
６
，２
０
０
円

本
会
議
で
の
討
論

認
定
に
賛
成

認
定
に
反
対

議案名 飯田 
夏樹

杉本 
政輝

中平 
茂明

本山 
修二

高良 
敏幸

木村 
慶五

石川 
達也

飯田 
武則 結果

簡易水道事業
会計決算認定 ● ● ● ● ● 〇 ● 欠

席 不認定

農業集落排水処
理事業決算認定 ● ● ● ● ● 〇 ● 欠

席 不認定

採決の結果 （○：賛成　●：反対）

令
和
６
年
度
会
計
の
決
算
認
定

ま
た
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
委
員
会
審
査
結
果
は
、
全
会
一
致
で
「
認
定
と
す

べ
き
も
の
」、
続
く
本
会
議
で
の
採
決
も
全
会
一
致
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
決
算
に
至

る
ま
で
の
事
務
処
理
に
は
不
適
切
な
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、
決
算
特
別
委
員

会
か
ら
、
特
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
、
一
般
会
計
決
算
に

対
す
る
附
帯
決
議
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
決
算
総

額
は
50
億
７
，０
７
１
万
１
千
円
と
、
過

去
５
番
目
の
大
規
模
な
決
算
と
な
っ
た
。

地
方
債
残
高
は
前
年
度
か
ら
１
億
円
程

度
増
加
し
、
基
金
の
年
度
末
現
在
高
は

１
億
３
千
万
円
程
度
減
少
し
て
い
る
。
財

政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
は

い
ず
れ
も
健
全
化
基
準
内
の
比
率
に
保
た

れ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
大
型
建
設
事

業
が
次
々
と
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
財

源
は
地
方
交
付
税
や
国
県
の
補
助
金
、
過

疎
対
策
事
業
債
等
の
有
利
な
地
方
債
に
多

く
を
依
存
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
等
に
よ

る
事
業
費
の
増
加
や
依
存
財
源
の
配
分
額

の
縮
小
等
が
生
じ
れ
ば
、
町
の
財
政
は
た

ち
ま
ち
悪
化
す
る
危
険
性
を
帯
び
て
い
る
。

今
後
の
事
務
事
業
の
執
行
・
来
年
度
の

予
算
編
成
に
お
い
て
十
分
に
留
意
し
、
適

切
に
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

1 �

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
と
他
の

建
設
事
業
と
の
調
整

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
実
施
の
特
定
建
築
物
定
期
調

査
に
よ
り
、
基
礎
・
外
壁
等
の
ひ
び
割
れ

等
の
是
正
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
が
、
明

確
な
修
繕
計
画
が
な
く
、
所
要
額
も
財
政

推
計
に
見
込
ま
れ
て
い
な
い
。
大
型
公
共

施
設
を
多
く
抱
え
る
本
町
に
と
っ
て
、
施

設
の
長
寿
命
化
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

早
め
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
修
繕
費
が

増
大
し
、
町
の
財
政
運
営
に
相
当
の
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
費
用

を
含
め
た
う
え
で
予
定
し
て
い
る
建
設
事

業
を
見
直
し
、
事
業
実
施
の
可
能
性
を
再

検
討
す
る
よ
う
求
め
る
。
ま
た
、
是
正
指

摘
事
項
の
う
ち
緊
急
性
が
高
い
も
の
は
、

早
急
に
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

2 

不
断
の
業
務
改
善

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の
う

ち
、
発
注
遅
れ
に
よ
り
事
業
の
遅
延
が
生

じ
、
町
の
財
政
支
出
が
増
加
し
た
こ
と
は
、

町
民
の
財
産
に
損
失
を
与
え
た
こ
と
に
ほ

か
な
ら
ず
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
こ
の

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
職
員
の
意
識
改

革
及
び
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
歳
入
の
受
入

れ
手
続
の
不
備
が
見
受
け
ら
れ
た
。
業
務

改
革
に
取
り
組
ん
だ
直
後
に
こ
の
よ
う
な

事
案
が
生
じ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ

る
。
不
適
切
な
事
務
処
理
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
現
状
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
実

効
性
の
あ
る
再
発
防
止
策
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
意
識
改
革
、
と
り
わ
け

重
要
と
な
る
管
理
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

意
識
の
向
上
に
努
め
、
不
断
の
業
務
改
善

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
決
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
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議会 か わ も と

指
定
管
理
の
運
営
評
価
と
課

題
は
。

（
課
長
）
評
価
制
度
が
未
整
備

で
あ
り
、
民
間
事
業
者
の
強

み
を
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
点

が
課
題
で
あ
る
。

町
民
か
ら
の
施
設
運
営
に
関

す
る
要
望
と
対
応
状
況
は
。

（
課
長
）
主
な
内
容
は
営
業
時

間
、
ス
タ
ッ
フ
配
置
、
施
設

の
不
具
合
等
で
あ
る
。

委
託
料
の
適
正
性
と
算
定
根

拠
、
物
価
変
動
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
。

（
課
長
）
人
件
費
は
町
の
給
料

表
に
準
拠
し
て
い
る
。
物
価
・

賃
金
の
変
動
に
は
協
定
に
よ
り
委
託
料

の
見
直
し
が
可
能
で
あ
る
。

次
期
募
集
に
関
す
る
方
針
は
。

（
課
長
）
利
用
状
況
や
収
支
を

踏
ま
え
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
、

管
理
方
法
や
料
金
設
定
等
を
検
討
し
て

い
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
議

案
提
出
時
期
は
。

（
課
長
）
令
和
8
年
1
月
末
ま

で
に
議
案
を
上
程
す
る
予
定
で

あ
る
。

人
口
減
少
が
加
速
し
、
産
業
衰

退
や
公
共
交
通
等
の
地
域
基
盤

が
弱
体
化
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
か
。

（
町
長
）
立
地
適
正
化
計
画
に

よ
り
居
住
誘
導
区
域
や
都
市
機

能
誘
導
区
域
を
定
め
た
。
公
共
交
通
と

連
携
し
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
再
構

築
は
。

（
課
長
）
循
環
型
農
業
や
耕
畜

連
携
の
推
進
、
新
技
術
の
導
入

で
省
力
化
を
図
る
仕
組
み
の
構
築
の
た

め
、
補
助
制
度
の
拡
充
等
が
必
要
で
あ

る
。

自
治
会
や
民
生
委
員
の
担
い
手

不
足
へ
の
対
策
は
。

（
課
長
）
体
制
の
見
直
し
の
検

討
や
支
援
組
織
と
の
連
携
で
、

見
守
り
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

は
。

（
課
長
）
今
後
も
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
努
力
は
重
要
と

考
え
る
。
産
業
・
交
通
・
人
の
つ
な
が

り
を
守
り
育
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
７
年
の
農
業
経
営
体
、
米

の
生
産
経
営
体
の
世
帯
数
は
。

（
課
長
）
農
業
経
営
体
は
244
世

帯
、
米
の
生
産
経
営
体
は
158
世

帯
で
、
令
和
２
年
と
比
較
す
る
と
、
い

ず
れ
も
31
世
帯
、
41
世
帯
の
減
と
な
っ

て
い
る
。本

町
の
農
業
用
水
の
渇
水
対
策

に
つ
い
て
は
。

（
課
長
）
県
に
よ
り
準
備
さ
れ

た
緊
急
対
策
を
活
用
し
つ
つ
、

散
水
車
や
仮
設
ポ
ン
プ
を
所
有
す
る
事

業
者
と
の
連
携
体
制
を
整
備
し
て
お
く

な
ど
、
町
独
自
の
対
策
も
検
討
す
る
。

耕
作
放
棄
地
発
生
の
未
然
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
支
援
に
つ

い
て
は
。

指
定
管
理
施
設
運
営
及
び
次

期
募
集
の
方
針
を
問
う
。

	

指
定
管
理
の
運
営
の
質
向

上
と
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
評

価
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

答 

弁
問問問

問

問問

問問問

問

問問

答答

答 答答

答答答

答答

答

人
口
減
少
化
で
の
地
域
の
総

合
力
再
構
築
を
問
う
。

	

立
地
適
正
化
計
画
を
基
に
、

交
通
・
産
業
・
自
治
会
を
支
援
し
、

持
続
可
能
な
町
を
目
指
す
。

渇
水
対
策
と
耕
作
放
棄
地
の

未
然
防
止
に
つ
い
て
問
う
。

	

地
域
計
画
の
協
議
の
場
に

お
い
て
生
産
者
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
。

答 

弁

答 

弁

木村慶五議員

本山修二議員

一
般
質
問

石川達也議員
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議会 か わ も と

（
課
長
）
本
町
で
の
遊
休
農
地

や
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
把
握
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て
町

内
の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き

農
地
の
状
況
把
握
に
努
め
る
。

　

耕
作
放
棄
地
の
未
然
防
止
、
農
業

用
施
設
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
は
、

「
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」、「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
を
活
用
し

て
い
る
。事

業
効
果
と
地
域
活
性
化
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
。

（
課
長
）
桜
に
よ
る
景
観
の
形

成
や
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
を
柱

と
し
た
整
備
を
計
画
し
、
今
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

観
光
振
興
と
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
、

ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
く
の
か
。

（
課
長
）
公
園
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
経
済
の
波
及
効

果
や
憩
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
。

イ
ベ
ン
ト
・
観
光
施
策
の
展
開

に
つ
い
て
は
。

（
課
長
）
地
元
自
治
会
や
観
光

協
会
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
、

広
島
広
域
都
市
圏
と
連
携
し
た
取
組
に

よ
る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
は
。

（
課
長
）
遠
方
か
ら
の
来
訪
者

に
対
し
て
、
町
内
の
他
の
施
設

や
飲
食
店
の
情
報
を
提
供
し
、
利
用
を

促
す
こ
と
で
、
波
及
効
果
が
生
み
出
せ

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

維
持
管
理
と
持
続
可
能
性
に
つ

い
て
は
。

（
課
長
）
指
定
管
理
を
予
定
し

て
お
り
、
完
成
後
は
、
指
定
管

理
者
の
募
集
手
続
を
行
い
、
決
定
し
た

指
定
管
理
者
に
、
施
設
の
利
用
許
可
、

施
設
設
備
の
維
持
管
理
な
ど
の
業
務
を

依
頼
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

直
近
の
要
望
数
と
、
対
応
さ
れ

た
維
持
工
事
の
件
数
は
。

（
課
長
）
令
和
４
年
か
ら
６
年

度
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
合
計

64
箇
所
の
要
望
が
あ
り
、
対
応
し
た
箇

所
数
は
約
半
数
の
29
箇
所
で
あ
る
。

１
年
間
に
道
路
維
持
に
関
し

て
、
自
治
会
か
ら
要
望
さ
れ
る

件
数
は
。（

課
長
）
約
20
件
程
度
で
あ
る
。

自
治
会
要
望
に
応
え
る
た
め
の

維
持
工
事
費
の
予
算
額
は
。

（
課
長
）
予
算
は
約
１
，８
０
０
万

円
、
う
ち
、
業
者
に
委
託
し
て
い

る
除
草
経
費
が
１
，４
０
０
万
円
で
、
残

り
の
４
０
０
万
円
が
維
持
工
事
費
で
あ

る
。

町
が
業
者
に
除
草
を
委
託
し
て

い
る
町
道
の
路
線
数
は
。

（
課
長
）
令
和
６
年
度
は
17
路

線
で
あ
っ
た
が
、
高
齢
化
に
よ

り
、
今
後
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。

現
状
の
維
持
工
事
予
算
で
は
、

自
治
会
要
望
に
対
応
す
る
こ
と

が
困
難
と
考
え
る
が
、
財
政
担
当
課
の

認
識
は
。（

課
長
）
不
足
し
て
い
る
。

来
年
度
予
算
の
編
成
方
針
は
。

（
町
長
）
最
小
の
予
算
で
、
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
。

令
和
７
年
８
月
７
日
、
松
江
市
の
島

根
県
市
町
村
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
た
島
根
県
市
町
村
議
会
広
報
研
修

会
に
、
本
山
修
二
議
員
、
中
平
茂
明
議

員
が
参
加
し
、
講
師
の
金
井
茂
樹
氏
か

ら
、「
戦
略
的
広
報
と
議
会
報
づ
く
り

の
型
」に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

「
誰
に
何
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
、

ど
う
な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
か
」
と
い

う
広
報
の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
改
め

て
勉
強
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

河
津
桜
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

	

公
園
を
中
核
と
し
て
、
町

内
外
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
な
名
所
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

町
が
管
理
す
る
、
町
道
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

	

最
小
の
予
算
で
、
最
大
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
来
年
度

予
算
の
編
成
に
努
め
る
。

答 

弁

答 

弁

問

問

問問

問問

問問 問

問

問

答

答答答

答答

答答 答

答

答

答

飯田夏樹 議員

杉本政輝 議員

島
根
県
市
町
村
議
会
広
報
研
修
会
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議会 か わ も と

た
、
各
市
町
村
の
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
行
わ
れ
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
今
回
の
講
義
内
容
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
紙
面
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
7
年
8
月
24
日
、
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
広
島
に
お
い
て「
広
島
川
本
会
」

の
総
会
・
懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。議
会
か
ら
は
植
田
昌
平
議
長
、

飯
田
夏
樹
議
員
が
参
加
し
、
広
島
在
住

の
14
名
に
加
え
、
町
長
や
関
係
者
を
含

め
総
勢
22
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
、
会
の
活
動
報
告

や
今
後
の
方
針
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、

会
員
同
士
が
川
本
町
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
が
深
め

ら
れ
、
世
代
を
超
え
た
意
見
交
換
や
昔

話
に
花
が
咲
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
参
加
者
の
数
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
影

響
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
会
の
存
続
や
活
動
の
継

続
が
容
易
で
は
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

も
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
今
後
は
若
い
世
代
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
的
に
広
げ
、
世
代
を
超
え
て
参
加

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

広
島
川
本
会
は
、
町
外
に
住
む
方
々

に
と
っ
て
も
「
ふ
る
さ
と
川
本
」
を
想

い
、
交
流
を
続
け
る
大
切
な
場
で
す
。

議
会
と
し
て
も
、
そ
の
意
義
を
十
分
に

理
解
し
、会
の
活
動
を
応
援
し
な
が
ら
、

川
本
町
全
体
の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
思
う
皆
様
と
共
に
、

今
後
も
川
本
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

令
和
７
年
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

川
本
町
合
併
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い

い
て
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
を
称
え
、
３
名
の
元
議
員
が
町

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　 

青
木 

和
昭 

氏
（
在
任
13
年
）

　
　  

圓
山 

達
雄 

氏
（
在
任
21
年
）

（
故
）
片
岡 

通
泰 

氏
（
在
任
20
年
）

（
表
彰
基
準
：
町
議
会
議
員
在
任
８
年
以
上
、現
職
、既
受

賞
者
、辞
退
者
を
除
く
）

広
島
川
本
会 

総
会
・
懇
親
会

功
労
者
表
彰

9
月
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回

の
大
き
な
テ
ー
マ
は「
決
算
審
査
」で
し
た
。

町
の
お
金
が
1
年
間
で
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
の
か
、
い
わ
ば
“
町
の
家
計
簿
”
を
点

検
す
る
作
業
で
す
。
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
使
い
道
に
工
夫
の

余
地
は
な
い
か
、
将
来
に
つ
な
が
る
投
資
と

な
っ
て
い
る
か
─
─
。
議
会
で
は
時
間
を
か

け
て
一
つ
ひ
と
つ
確
認
を
し
ま
し
た
。

家
計
と
同
じ
で
、
町
の
財
政
も
無
駄
を

な
く
し
な
が
ら
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
し
っ

か
り
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
の
審
査

を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課
題
や
改
善
点
は
、

今
後
の
予
算
編
成
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

議
会
広
報
誌
で
は
、
そ
う
し
た
議
論
の

様
子
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
だ
き
、「
あ
あ
、

こ
ん
な
こ
と
を
議
論
し
て
い
る
ん
だ
な
」
と

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
も
と
や
ま
〉

編
集
後
記

島
根
県
高
校
秋
季
野
球
大
会

の
初
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
中
国
大
会
で
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

初
優
勝
！ 

島
根
中
央
高
校

男
子
硬
式
野
球
部

祝
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治水事業の進捗状況
川本町では、平成３０年・令和２年と近年 2 度の水害があった、瀬尻・久料谷地区と谷地区

を中心に国・県・町・住民の皆様と一体となって治水事業に取り組んでいます。

現在の瀬尻・久料谷地区の様子

現在の谷地区の様子

昨年度の事例発表の様子

地元説明会の様子

着工式の様子

要望活動時の様子

瀬
尻
・
久
料
谷
地
区
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通

省
が
昨
年
度
に
実
施
し
た
護
岸
工
事
の
一
部
が
令

和
7
年
6
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き

続
き
、
護
岸
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

久
料
谷
川
の
改
修
工
事
も
行
い
ま
す
。
町
は
、
工

事
の
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
を
実
施
し
、
令
和

7
年
7
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
9
月
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
、
国

道
261
号
の
迂
回
路
撤
去
方
法
や
今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た
急
傾
斜
対
策
を
行
う
区
画
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
治
水
事
業
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
国
・
県
・
住
民

の
皆
様
と
一
体
と
な
り
、
今
後
も
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

谷
地
区
で
は
、
令
和
6
年
11
月
24
日
に
地
元
協
議

会
主
催
に
よ
る
着
工
式
を
行
い
、
対
策
工
事
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
施
工
区
間
に
お
い
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
造
成
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
施
工
区
間

に
お
い
て
は
、
造
成
工
事
に
使
用
す
る
土
砂
の
運
搬

路
検
討
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
は
、
引
き
続

き
国
県
両
施
工
区
間
に
お
い
て
、
用
地
買
収
、
物
件

補
償
の
実
施
や
、
宅
地
造
成
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

見
据
え
た
生
活
雑
排
水
管
（
各
家
庭
の
浄
化
槽
で
処

理
し
た
水
を
流
す
た
め
の
管
）
の
設
計
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
7
年
9
月
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
、

「
先
行
整
備
エ
リ
ア
」
へ
整
備
予
定
の
町
営
住
宅
の

入
居
希
望
調
査
の
実
施
を
決
定
し
、
現
在
希
望
届
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「
先
行
整
備
エ
リ
ア
」
の
早
期
完
了
を

目
指
し
、
国
・
県
・
住
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
、

今
後
も
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

川
本
堤
防
の
完
成
化
に
向
け
、
町
で
は
様
々
な

機
会
を
捉
え
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
要
望
活
動
に
加
え
、
国
土
交
通
省
が

主
催
す
る
会
議
（
於
：
広
島
県
）
に
て
事
例
発
表

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
堤
防
整
備
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
完
成
化
に

向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、
事
業
用
地
（
旧
J
R
三

江
線
用
地
）
の
寄
附
手
続
き
に
係
る
確
認
書
を
令

和
7
年
2
月
25
日
に
国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道

事
務
所
と
締
結
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
5
月
に
国
土
交
通
省
の
高
見
政
務

官
、
河
川
計
画
課
長
及
び
治
水
課
長
に
対
し
、
町

長
と
議
長
が
要
望
活
動
を
実
施
し
、
11
月
に
も
要

望
活
動
を
実
施
予
定
で
す
。

今
後
も
県
や
流
域
の
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
完
成
堤
防
化
へ
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

瀬
尻 

・ 

久
料
谷
地
区

谷
地
区

川
本
地
区
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1 特別障害者手当とは？

■児童扶養手当とは？

■支給要件

■支給月額 ■支給月

■申請手続

1 特別児童扶養手当とは？

2 目的

【支給手続】　川本町役場　健康福祉課窓口へ申請してください。

　歯周病検診 後期高齢者歯科口腔健診
●対  象  者　�今年度20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・

70歳になる方
●受診期間　令和8年3月31日まで
●持っていくもの 
　問診票、記録表、マイナ保険証または資格確認書

●対  象  者　今年度76～85歳になる方
●受診期間　令和7年12月31日まで
●持っていくもの 
　受診券、マイナ保険証または資格確認書

2 障害児福祉手当とは？

3 目的

4 支給月額・支払時期・所得制限

3 支給月額・支払時期・所得制限

20歳以上の方で、著しい障がいのため、在宅での日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする方に支給される手当です。

川本町では、以下の検診 ( 健診 ) を無料で実施しています。令和７年度の対象の方には、ご案内を送付しています。紛失し
た場合は受診券等の再発行を行いますので、健康福祉課までお問い合わせください。

父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）
の生活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として、支給される手当です。

以下の要件に当てはまる１８歳以下（１８歳になって最初の３月３１日までの間）の児童を監護している母、監護しながら
生計を同じくしている父、または養育している方に支給されます。

受給資格者（ひとり親家庭の母や父など）が監護する子どもの数や前年の
所得等により手当額を決定します。
（前年の所得が限度額以上であるときは、手当の一部または全部が停止になります。）

1 月、3 月、5 月、7 月、9 月、11 月 に
それぞれの前月分までの手当を支給します。

川本町役場　健康福祉課へ申請手続きが
必要です。

◉ 児童１人のとき：全部支給 46,690円、一部支給 46,680円～11,010円
◉ 第2子以降の加算額：全部支給 11,030円、一部支給 11,020円～5,520円

① 父母が離婚した児童
② 父または母が死亡した児童
③ 父または母が一定程度の障害の状況にある児童
④ 父または母の生死が明らかでない児童
⑤ 父または母が引き続き1年以上遺棄している児童

⑥ 父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
⑦ 父または母が引き続き1年以上拘禁されている児童
⑧ 婚姻によらないで生まれた児童
⑨ 棄児などで父母がいるかいないかが明らかでない児童

20 歳未満で精神又は身体に障がいを有する児童を家庭で
監護、養育している父母等に支給される手当です。

家庭で介護されている障がいのある児童（20 歳未満）の
福祉の増進を図り、その生活に寄与することを目的にしています。

20歳未満で重度の障がいがあるため、在宅での日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする方に支給される手当です。

手当を支給することにより、特別障がい者の福祉の増進を図
ることを目的にしています。

♦�特別障害者手当 ２９，５９０円
   障害児福祉手当 １６，１００円 
　（※物価スライド等により改定されることがあります。）
♦�原則として毎年2月、5月、8月、11月に、それぞれの前月分ま

でが支給されます。
♦�受給者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が

一定の額以上であるときは手当は支給されません。

♦�障がい等級1級 ５６，８００円 ／ 2級 ３７，８３０円 
　（※物価スライド等により改定されることがあります。）
♦�原則として毎年4月、8月、11月に、それぞれの前月分までが

支給されます。
♦�受給者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が

一定の額以上であるときは手当は支給されません。

■お問い合わせ　健康福祉課　72-0633

■お問い合わせ　健康福祉課　72-0633

■お問い合わせ　健康福祉課　72-0633

特別障害者手当、障害児福祉手当制度のご案内

児童扶養手当制度のご案内

特別児童扶養手当制度のご案内

歯科検診（健診）の受診はお済みでしょうか？
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令和６年度  決 算 公 表
　地方自治法第２３３条第３項に基づき、令和６年度一般会計・特別会計・公営企業会計の決算認定が町議会
９月定例会で行われ、一般会計・特別会計は認定されました。
　公営企業会計は、令和５年分の消費税及び地方消費税を申告しなかった不適切な事務処理があったことか
ら、不認定となりました。決算特別委員会の委員会審査報告書を踏まえ、不断の業務改善を進め、適切な事務処
理に努めます。
　令和６年度決算の公表では、町民の皆様に納めていただいた大切な税金や国・県からの補助金などのお金
が、どのくらい入ってきたのか、またどのように使われているのかをお知らせするため、公表します。

① 普 通 会 計 の 決 算

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0
町税
町民税や固定資産税など

総務費３億２，３２７万円 ９億５，９８６万円

９億６，３７３万円

５億５，０７９万円

２億７，３４０万円

８億８，９５０万円

４億４１９万円

５億７，５０４万円

４億５，４２０万円

歳入   ５１億６，０９０万円 歳入   ５０億７，０７１万円

８，９４０万円

２億１，９２５万円

３億２，２９０万円

２５億４，９４８万円

８億３，２３７万円

６億５，６３３万円

１億６，７９０万円

繰入金
各種基金や他会計からの繰入金

町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など 

どの地域に住む人にも一定の行政サービス
を提供できるように、国が交付する税

使用料・手数料、財産収入、寄附金、繰越金、
分担金、負担金

地方交付税

国・県支出金

諸収入
介護保険事業委託料、造林事業受託収入など 

道路整備事業や子どものための教育・保育
給付費交付金などの補助金 
 

庁舎管理費、悠邑ふるさと会館運営費、定住対
策事業、地域情報通信事業費、生活バス路線確
保事業、学習交流センター管理運営費など

民生費
児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、生活保護費
などの福祉事業費、介護保険事業負担金など

衛生費
健診などの健康づくりに係る費用やし尿・ご
み処理費、簡易水道事業特別会計操出金など

農林水産業費
農林業の振興

土木費
町道の整備及び維持管理、町営住宅の維持管
理費など 

教育費
小中学校、図書館、音戯館、学校給食センター
の管理費など

公債費
借入金の返済金（元金・利子） 

その他
消防や救急の消防費、議員活動に係る経費で
ある議会費、商工会補助金、企業誘致に係る経
費である商工費、災害復旧費など

町債
治水対策事業や道路整備を行うときの借
入金 

交付金ほか
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの
 

町税 ６．３％
総務費

１８．９％

民生費
１９．０％

衛生費
１０．９％

土木費
１７．５％

教育費
８．０％

公債費
１１．３％

その他
９．０％

農林水産業費
５．４％

諸収入 １．７％
繰入金 ４．３％
その他 ６．２％

その他 ３．３％

地方交付税
４９．４％

自主財源
18.5%

81.5%

国・県支出金
１６．１％

町債
１２．７％

依
存
財
源

決
算
規
模

　
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
８・８
％
、、歳
出
は

９・６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。財
政
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
１
・４
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
９３
・６
％
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、邑
智
郡

総
合
事
務
組
合
負
担
金
を
は
じ
め
と
し
た
補
助
費

や
人
件
費
の
増
額
が
、主
な
要
因
と
な
って
い
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　
歳
入
は
前
年
度
比
８
・８
％
増
で
あ
り
、主
な
増

額
の
要
因
は
谷
地
区
で
の
治
水
事
業
や
因
原
地
区

内
水
排
除
ポ
ン
プ
整
備
事
業
に
よ
る
町
債
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
の

収
入
に
つい
て
は
、前
年
度
比
３・８
％
の
減
と
な
って

い
ま
す
。ま
た
、普
通
交
付
税
は
、新
た
な
算
定
項
目

の
追
加
や
臨
時
経
済
対
策
費
の
追
加
交
付
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
前
年
度
比
５・０
％
増
、特
別
交
付
税
は
、

１
・４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。自
主
財
源
割
合
が

18
・５
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、依
然
と
し
て
国･

県
の

補
助
金
や
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
歳
入
構
造
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　
歳
出
は
前
年
度
比
９
・６
％
増
で
あ
り
、主
な
増

額
の
要
因
は
、因
原
地
区
の
定
住
促
進
住
宅
建
設
、

谷
地
区
治
水
対
策
事
業
、防
災
行
政
無
線
機
器
更

新
事
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。一方
で
、主
な
減
額
の
要

因
と
し
て
は
、瀬
尻
・
久
料
谷
地
区
治
水
対
策
事
業

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
よ
る
町
内
消
費
喚
起
事
業
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
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会　計　名
国民健康保険

後期高齢者医療

合　　計

４億３，１５０万円

１億４，２８５万円

５億７，４３５万円

４億３，１１８万円

１億４，２７５万円

５億７，３９３万円

歳　　入 歳　　出

0

10

20

30

40

50

60

70

80

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

町積現在高

基金残高

【一般会計・特別会計】
　令和 6 年度の決算額は、前年度比歳入 8.8% 増、歳出
9.6% 増となった。主な要因は、定住促進住宅建設事業や
治水対策事業による土木費の増加、防災行政無線機器更新
事業による消防費の増加、システム標準化対応による総務
費の増加である。
　一般会計の地方債残高は前年度から 97,366 千円増加
し、5,458,875 千円となった。実質公債費比率 8.3%、
将来負担比率 0% と、いずれも健全化基準内の比率に保た
れているが、近年実施した大型事業の償還開始に伴い今後
も地方債の償還額が増加すること、治水対策事業の本格化
等によりさらなる借入の増加が予定されていることから、引
き続きこれらの指数を注視していく必要がある。 
　一部の事業において、発注遅れによる事業の遅延及び事
業費の増加が見受けられた。また、歳入においても、実績

報告の遅れによる補助金の未収があった。歳入歳出ともに、
執行状況の把握及び管理を徹底していただきたい。 委託料
及び補助金の執行においては、実績報告の精査を徹底し、
適宜必要な指導監督を行えるよう、体制を整えていただき
たい。

【公営企業会計】
　令和 6 年度より、地方公営企業法の財務規定を適用し、
企業会計方式に移行した。これまでの会計方式との考え方
の違いから、初年度は事務処理等に苦労されたようである
が、今後は蓄積されるデータから経営状況や財政状況を把
握・分析し、さらなる経営の効率化・健全化に努めていた
だきたい。 なお、令和 5 年度分の消費税及び地方消費税が
未申告となっていた事案は、重大な法令違反に当たる。再
発防止に向け、各課の業務計画及び進捗管理の体制を改め
て確認するとともに、不適切事案が発生した場合の対応に
ついても、今一度見直していただきたい。

監査委員意見書

22.5 24.2 25.0 24.7 23.4

52.2
54.8 53.9 53.6 54.6

【収益的収入・支出】令和６年度の事業活動による経営状況は、収益１
億6,523万円、費用１億5,892万円となり当期純利益631万円とな
りました。主な事業活動として、水道施設の維持管理業務及び水質検査
業務、水道料金システム機器更新業務等を実施しました。
【資本的収入・支出】町単独事業で水道管布設替工事及び配水池改修
工事等を実施しました。

【収益的収入・支出】令和６年度の事業活動による経営状況は、収益
5,085万円、費用5,083万円となり当期純利益2万円となりました。主
な事業活動として、機能診断調査・最適整備構想策定業務及び三原処
理施設と中継ポンプ場の維持管理業務等を実施しました。
【資本的収入・支出】支出は企業債元金償還等、収入は元金償還に対す
る他会計補助金となっています。

●貸借対照表（令和７年３月３１日）

●給水人口と有収率

●貸借対照表（令和７年３月３１日）

●処理区域内人口と普及率

●損益計算書（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

●損益計算書（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

負債

資本

給水人口 年間総有収水量 1人1日平均給水量

資産 費用 収益
固定資産
流動資産

営業費用
営業外費用
特別損失
合計

当年度純利益

営業収益
営業外収益

合計

1億4,612万円
660万円
620万円

1億5,892万円
631万円

6,884万円
9,639万円

1億6,523万円

費用 収益
営業費用
営業外費用
特別損失
合計

当年度純利益

営業収益
営業外収益

合計

4,495万円
532万円
56万円

5,083万円
2万円

770万円
4,315万円

5,085万円

合計

18億6,853万円
3,479万円

2,591人 296,402㎥ 313ℓ

処理区域内人口 年間総処理水量 普及率
373人 39,483㎥ 66.0%

19億332万円

固定負債
流動負債
繰延収益

7億9,112万円
1億211万円

8億8,199万円

資本金
剰余金
合計

1億1,411万円
1,399万円

19億332万円

負債

資本

資産
固定資産
流動資産

合計

10億2,133万円
1,594万円

10億3,727万円

固定負債
流動負債
繰延収益

2億722万円
4.442万円

7億2.856万円

資本金
剰余金
合計

5,532万円
175万円

10億3,727万円

健全化判断比率 令和６年度 令和５年度 早期健全化基準
－
－

8.3%
０%

－
－

８．１％
０%

１５．０％
２０．０％
２５．０％
３５０．０％

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
－
－

２０．０％
２０．０％

簡易水道事業
農業集落排水処理事業

②特別会計の決算

③健全化判断比率及び資金不足比率

億円
④町の借金と預貯金の残高の推移グラフ

⑤令和６年度　簡易水道事業会計決算報告

⑤令和６年度　農業集落排水処理事業会計決算報告
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川
本
小
学
校
だ
よ
り

川
本
中
学
校
だ
よ
り

９
月
23
日
（
火
・
祝
）、
小
雨
の
中
、
本
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
輝
』
の
と
お
り
、

生
徒
一
人
一
人
が
輝
い
た
体
育
祭
と
な
り
ま
し

た
。
あ
た
た
か
い
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
◉
競
技
の
部
１
位
…
青
組

　
◉
応
援
の
部
１
位
…
青
組

　
◉
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
１
位
…
赤
組

　
◉
総
合
の
部
１
位
…
青
組

10
月
３
日
（
金
）、
１
年
生
は
出
雲
へ
校
外

学
習
に
出
か
け
ま
し
た
。
出
雲
大
社
境
内
の

見
学
や
班
別
自
主
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
１
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
島

根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
と
交
流
を
行
っ
て
お
り
、

出
雲
市
民
の
方
に
チ
ー
ム
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
宣
伝
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

10
月
１
日
（
水
）
〜
３
日
（
金
）
の
３
日

間
、
２
年
生
は
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

大
阪
万
博
や
金
閣
寺
、
奈
良
市
内
自
主
研
修
、

Ｕ
Ｓ
Ｊ
等
関
西
エ
リ
ア
で
学
習
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）
の
３
日

間
、
３
年
生
は
町
内
19
か
所
の
事
業
所
で
職

場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
職
業

に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

体
育
祭

２
年
生 

修
学
旅
行 

３
年
生 

職
場
体
験 

１
年
生 

校
外
学
習
（
遠
足
）

（
職
場
体
験
の
様
子
）

9
月
17
日
（
水
）　

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

@
よ
し
か　

副
代
表

山
田
弘
幸
さ
ん
を
お

招
き
し
、
す
こ
や
か

委
員
会
（
学
校
保
健

委
員
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
「
メ

デ
ィ
ア
を
上
手
に
使

う
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
の
保
護
者
の
皆
様
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

等 

た
く
さ
ん
の
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
た
ち
職
員
も
家
族
で
過
ご
す
時
間
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
感
じ
た
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

10
月
4
日（
土
）は
、雨
天
の
た
め
延
期
し
、

5
日
（
日
）
に
仕
切
り
直
し
で
運
動
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
予
報
が
あ
り
ま

し
た
が
、
熱
気
で
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
し
、
好

天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
S
m
i
l
e
～
勝
っ

て
も
負
け
て
も
笑
顔
満
開
で
〜
」
の
も
と

子
ど
も
た
ち
は
徒
競
走
や
学
年
種
目
、
応
援

合
戦
等
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
全
力
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
印
象
的
な
競
技
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
運
動
会
の
醍
醐
味
の
1
つ
で
も
あ
る「
綱

引
き
」
で
し
た
。
全
色
が
1
勝
1
敗
と
な
り
、

全
色
優
勝
（
写
真
）。
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
6
年
生

と
6
年
生
保
護
者
に
よ
る
親
子
対
決
も
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
思
い

出
が
で
き
た
1
日
と

な
り
、
ま
さ
に
勝
っ
て

も
負
け
て
も
笑
顔
満

開
の
1
日
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
、
ご
来
校

い
た
だ
い
た
皆
様
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

授
業
公
開
日
～
す
こ
や
か
委
員
会
～

運
動
会

●�

Y
o
u
T
u
b
e
を
観
て
し
ま
う
と
つ
い
つ
い

時
間
が
の
び
て
し
ま
う
た
め
、
家
族
と
の
対
話
の

時
間
を
作
っ
た
り
、
だ
ら
だ
ら
と
見
な
い
よ
う
に

し
た
り
一
緒
に
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
Y
o
u
T
u
b
e
よ
り
楽

し
い
と
思
え
る
よ
う
な
何
か
を
一
緒
に
発
見
で

き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

●�

小
さ
い
頃
か
ら
ス
マ
ホ
や
Y
o
u
T
u
b
e
な

ど
を
見
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
食
事
時
間
や
朝
の
支
度
な
ど
メ

デ
ィ
ア
な
し
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
始
ま
っ
て
し
ま
う
と
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
日
の
話
を
き
い
て
、
怖
い
思
い
を
し

た
く
な
い
と
い
う
き
っ
か
け
も
よ
い
で
す
が
、
そ

れ
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
や
楽
し
い
時
間
の
使
い
方
が

で
き
る
よ
う
、家
庭
で
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

9
月
12
日
（
金
）
〜
14
日
（
日
）
一
次
、9
月
19
日
（
金
）

〜
21
日
（
日
）
二
次
、
9
月
27
日
（
土
）
〜
28
日
（
日
）

三
次
、
に
か
け
て
行
わ
れ
た
令
和
7
年
度
島
根
県
高
等
学

校
秋
季
野
球
大
会
に
お
い
て
、
島
根
中
央
高
校
男
子
野
球

部
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
同
校
に
と
っ
て
、
春

夏
秋
を
通
じ
て
初
め
て
の
島
根
県
大
会
優
勝
に
多
く
の
方

か
ら
喜
び
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

●
一
次
大
会

　・
対
　
松
江
農
林
　

8
　
―
　
1 （
8
回
コ
ー
ル
ド
）

●
二
次
大
会

　・
対
　
江
津・
江
津
工
業・
浜
田
水
産

　
　
　
　
　
　
　
　   

7
　
―
　
0 （
7
回
コ
ー
ル
ド
）

　・
対
　
松
江
北
　
　
11
　
―
　
2 （
7
回
コ
ー
ル
ド
）

●
三
次
大
会

　・
準
決
勝
　
対
　
立
正
大
淞
南
　

7
　
―
　
2

　・
決
　
勝
　
対
　
石
見
智
翠
館
　

2
　
―
　
0

島
根
中
央
高
校
男
子
野
球
部
は
10
月
24
日
（
金
）
〜
26

日
（
日
）・
11
月
1
日
（
土
）
〜
2
日
（
日
）
に
、
山
口

県
で
行
わ
れ
る
第
145
回
秋
季
中
国
地
区
高
等
学
校
野
球
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

9
月
18
日
（
木
）
〜
9
月
21
日
（
日
）
に
チ
ェ
コ
共
和

国
の
ラ
シ
セ
に
て
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
に
日
本
代
表
と
し
て
本
校
か
ら
1
年
生

1
名
、
2
年
生
1
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
世

界
の
強
豪
た
ち
と
競
り
合
う
こ
と
で
世
界
の
壁
の
高
さ
を

痛
感
し
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の
大
会
で
の
貴
重
な
経
験
を

糧
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

吹
奏
楽
部
が
、
録
音
審
査
で
行
わ
れ
た
第
31
回
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
予
選
を
見
事
に
突
破
し
、

6
年
ぶ
り
に
同
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
11
月
3
日
（
月
）
に
東

京
都
文
京
区
に
あ
る
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

陸
上
競
技
部
2
年
生
1
名
が
10
月
10
日
（
金
）
〜
12
日

（
日
）
に
か
け
て
行
わ
れ
る
第
34
回
中
国
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
に
五
千
メ
ー
ト
ル
競
歩
で
出

場
し
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

島
根
中
央
初
の
栄
冠
！

～
島
根
か
ら
世
界
へ
～

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
出
場
！

吹
奏
楽
部
６
年
ぶ
り
快
挙
！

陸
上
部
中
国
大
会
出
場
！
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■秋のえほんまつり
きのこやどんぐり、紅葉、落ち葉などさまざまな秋を
感じる本を展示します。

■秋の読書週間おすすめの本
絵本や読み物など、おすすめの本を展示します。

No.341
10月号
2025年

ぶっくぶっくんんだよりだより
かわもと図書館 ■TEL 0855-72-0025   ■Fax 0855-72-1061

■ 開館時間／平日9時～18時 土日9時～17時  ■ 休館日／火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

11 月 展示テーマ

あそびのひろば＆えほんのじかん
11月21日（金）10：00～11：30
読み語り　移動図書館

悠邑ふるさと会館 和室場 所

新着図書
一　般　書一　般　書

児　童　書

児　童　書
おまわりさんのきゅうじつ	 　

中川ひろたか文　村上康成絵　Gakken
みんないっちゃった	 　
エーヴァ・リンドストロム作　菱木晃子訳　小学館
ふしぎなはごろも	 蔡 皋作・絵　石田 稔訳　徳間書店
のこったのこった	 おおなり修司文　中川学絵 絵本館
きのこってなんだろう？	小林路子作　福音館書店
そらのさんぽ	 石津ちひろ詩　荒井良二絵　岩波書店
セカイに漕ぎ出す君たちへの特別授業　

ジュニスタ編集部編　岩波書店

信念の経営者・小原鐵五郎　
江上剛著　PHP 研究所

春の星を一緒に	 藤岡陽子著　小学館
佐伯警部の推理　道警・函館方面本部　

佐々木譲著　角川春樹事務所
鎌倉茶藝館	 伊吹有喜著　光文社
あなたが僕の父	 小野寺史宜著　双葉社
リクと暮らせば　レンタル番犬物語 

大崎梢著　双葉社
小泉八雲のレシピ帖　

小泉八雲著　河島弘美監修　鈴木あかね訳　CE メディアハウス

■ �10月27日～11月9日は
　 第 79回読書週間です　��
今年の標語は　
こころとあたまの、深呼吸。
■�おすすめの本の展示
ブックカフェで、投稿してい
ただいたおすすめの本を展
示貸出します。
■�きのこ展
きのこに関する本を展示します。

地域へ出かけました
9月４日（木）やすらぎ荘デイサービスで、紙芝居や言葉あそびを行い参加者
のみなさんと楽しいひと時を過ごしました。
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悠邑ふるさと会館 催し物案内Y U Y U  F U R U S A T O  H A L L  

優秀映画上映開催

しまね映画祭開催

とっぽとがーこのコミカルサーカス 開催決定！！

上映作品

上映作品

日 時
場 所

料 金

料 金

料 金

11月15日（土）10:00～ 「お早う」　　　14:30～ 「風の又三郎 ガラスのマント」
11月16日（日）10:00～ 「少年時代」　　14:30～ 「毎日が夏休み」

●11月22日（土）
　10:00～ 「SONG OF EARTH/ソングオブアース」テーマ作品
　14:30～ 「104歳、哲代さんのひとり暮らし」テーマ作品
●11月23日（日・祝）
　2回上映　「ルパン三世vs名探偵コナン」テレビスペシャル　
　1回目10:00～／2回目14:30～

11月29日（土）　開場 13:00　開演13：30　
悠邑ふるさと会館　大ホール

一般 500 円／高校生以下無料

一般 1,000 円　学生（18 歳以下）500 円

一般 1,000 円（全席自由）　
0 歳から高校生まで無料※入場整理券が必要です

こどもを主人公に友人や家族との関わりが織りなす物語を、豊かな情感と奔放な想像力で映像化した４作品を上映します。

まげなフリーパスをお持ちの高校生以下の方は無料になります。「優秀映画」並びに「しまね映画祭」は、悠邑名画シアタースタンプカー
ドの対象になりますので、ご来場の際は忘れずにお持ちください。詳しい内容は自治会配布のチラシをご覧ください。

今年度の川本会場での上映は、テーマ作品を2本上映と、こども
むけ作品を1本上映します。

道化師世界大会で金メダルを受賞！数々の人気作品を作り出してきた“とっぽとがーこ”
によるコミカルサーカスを開催します。
パントマイム・ジャグリング・巨大バルーン・一輪車など、様々なパフォーマンスを展開
します。常にわくわくドキドキで、笑いがいっぱいのステージです。

チケット
好評発売中!!

● 問い合わせ：悠邑ふるさと会館 72-0001

かわもとスポーツクラブ活動報告

８月２４日（日）江津市民体育館で「ゆめタウンカッ
プ島根県小学生バレーボール大会２０２５石見部予
選」に参加しました。決勝まで進み、準優勝の成績で
大会を終えました。

9月 7 日（日）島根県立武道館で開催された「第
５５回島根県武道振興大会」に三原柔道教室から西地
区柔道大会で上位入賞を果たした４人が出場しまし
た。皆、持てる力を十分に出し切りました。

かわもとジュニアバレーボールクラブ 三原柔道教室 島根県大会出場

原作：「ルパン三世」／モンキー・パンチ
「名探偵コナン」／青山剛昌（小学館　
週刊少年サンデー連載）©TMS・NTV・
YTV・小学館
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K A W A M O T O  I N F O R M A T I O N

江
津
邑
智
消
防
組
合
は
総
務
省
消
防
庁
の
協

力
の
も
と
、
マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
に
参
画
し

て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
と
は
、
救
急
活
動
時

に
救
急
隊
が
傷
病
者
の
同
意
を
得
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み
込
み
、
傷
病
者

の
既
往
歴
、
医
療
情
報
や
飲
ん
で
お
ら
れ
る
薬

な
ど
確
認
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
医
療
機
関
へ

搬
送
、
搬
送
し
た
病
院
で
の
治
療
の
早
期
準
備

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
、
救
急
現
場
で

救
急
隊
員
が
傷
病
者
や
ご
家
族
に
マ
イ
ナ
保
険

証
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
と
救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
開
始
日
時
】

10
月
1
日 

8
時
30
分

【
実
施
救
急
隊
】
全
救
急
隊
の
9
隊

問
江
津
邑
智
消
防
組
合
警
防
課

0
8
5
5
-52
-0
1
1
9

江
津
邑
智
消
防
組
合
で
は
｢消
防
フ
ェ
ス
タ
｣

を
開
催
し
ま
す
。
住
民
の
皆
様
、
消
防
の
仕
事

に
触
れ
、
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
10
月
26
日
（
日
） 

10
時
〜
15
時

【
場
所
】�

江
津
市
渡
津
町
9
6
1
-1
9
　　

　
　
　
　
江
津
邑
智
消
防
組
合

【
内
容
】
ブ
ー
ム
付
消
防
車
搭
乗
体
験
、
消
防

車
両
展
示
、
放
水
体
験
、
ロ
ー
プ
渡
り
体
験
、

水
陸
両
用
バ
ギ
ー
搭
乗
体
験
、
島
根
県
防
災
ヘ

リ
訓
練
展
示
（
防
災
ヘ
リ
は
午
前
中
の
み
）
等

消
防
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
い
た
だ
い
た
小
学
生

以
下
の
お
子
様
に
は
数
量
限
定
で
記
念
品
を
準

備
し
て
お
り
ま
す
。
先
着
順
で
配
布
い
た
し
ま

す
が
、
準
備
数
が
無
く
な
り
ま
し
た
ら
ご
了
承

下
さ
い
。

ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ブ
ー
ム
付
消
防

車
搭
乗
体
験
等
実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
来

署
予
定
で
す
。

君
も
未
来
の
消
防
士
だ
!

問
江
津
邑
智
消
防
組
合
警
防
課

0
8
5
5
-52
-0
1
1
9

主
に
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

◉�

自
動
車
整
備
科
・
溶
接
加
工
科
・
建
築
科
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の
実
習
場
公
開
・
小
中
学

生
対
象
各
種
職
業
体
験
コ
ー
ナ
ー
。

◉�

小
学
生
以
下
向
け
芋
掘
り・積
み
木
プ
ー
ル・

働
く
車
の
展
示
、ラ
ジ
コ
ン
走
行
体
験
な
ど
。

◉�
協
賛
企
業
・
団
体
に
よ
る
、
お
楽
し
み
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
。

※�

先
着
順
で
受
付
、
各
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
は
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※�

一
部
有
料
イ
ベ
ン
ト
（
物
販
）
あ
り
、
ま
た

一
般
参
加
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

台
風
そ
の
他
不
測
の
事
態
な
ど
に
よ
り
、
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
1
日
（
土
） 
10
時
～
13
時

【
会
場
】
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
（
三
次
市
十
日
市
南
六
丁
目
1
4
-１
）

問
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

０
８
２
４
-62
-３
４
３
９

《「
医
科
医
療
事
務
・
調
剤
事
務
科
」
受
講
生
募
集
》

【
対
象
】
休
職
中
の
人

【
受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
負
担
あ
り
）

【
選
考
方
法
】
面
接

【
定
員
】
15
人

【
訓
練
期
間
】
令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
令
和
８
年
３
月
９
日（
月
）

【
訓
練
時
間
】
９
時
10
分
〜
15
時
50
分

【
訓
練
会
場
】
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

（
浜
田
市
原
井
町
３
０
５
０
-９
）

【
募
集
期
間
】
11
月
６
日
（
木
）
ま
で

※
募
集
期
間
中
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
説
明
会
日
時
】
10
月
27
日（
月
）10
時
〜
10
時
30
分

【
場
所
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
２
階
会
議
室

【
申
込
み
】
住
所
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

問（
株
）セ
ラ
ム　
宇
川（
ウ
ガ
ワ
）

０
８
０
-４
３
７
３
-８
７
７
３

【
日
時
】
11
月
15
日
（
土
）

◉�

学
習
発
表
会
（
小
•
中
学
部
•
高
等
部
）

９
時
５
分
〜
10
時
25
分

◉�

作
品
展
示
お
よ
び
作
業
学
習
等
の
製
品
販
売　

10
時
30
分
〜
12
時
15
分

※�

製
品
販
売
の
み
ご
参
加
の
方

　
　
　
　
　
11
時
か
ら
の
入
場
に
な
り
ま
す
。

【
会
場
】
石
見
養
護
学
校

【
駐
車
場
】
石
見
養
護
学
校 

校
庭

児
童
生
徒
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
、
作

業
学
習
等
の
製
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
島
根
県
立
石
見
養
護
学
校 

担
当 

塩
満
・
大
塚

０
８
５
５
-95
-２
１
４
１

働
き
た
い
け
ど
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
何
か
ら

始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
子
育
て
中
で
就

職
し
た
い
が
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
。
そ
ん
な

女
性
を
応
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
２
０
２
５
年
11
月
21
日
（
金
） 10
時
～
12
時　
　
　
　
　
　

【
場
所
】
い
わ
み
ー
る
301
研
修
室 

　
　
　

 （
浜
田
市
野
原
町
1
8
2
6
-1
）

【
講
師
】今
岡 
文
香 

氏 

（
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

【
内
容
】
自
分
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ワ
ー
ク
、
会
い
た
い
と
思
わ
せ
る
履
歴
書
の

書
き
方
、
模
擬
面
接　
他

【
定
員
】
先
着
16
名
程
度
（
事
前
申
込
必
要
）

【
参
加
料
】
無
料

【
そ
の
他
】
託
児
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
応
募
締
切
】
11
月
17
日
（
月
）

※
託
児
希
望
の
方
は
11
月
12
日
（
水
）

【
申
込
先
・
問
】
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
0
8
5
5
）
25
-5
2
0
7
　
　
　

（
0
8
5
5
）
25
-5
1
1
2
　

【
職
種
】
バ
イ
ク
に
よ
る
郵
便
物
等
の
配
達
、

軽
四
輪
に
よ
る
郵
便
物
及
び
荷
物
の
運
送
（
勤

務
地
に
よ
り
募
集
職
種
は
異
な
り
ま
す
）

【
勤
務
地
】
大
田
市
、
川
本
町
、
邑
南
町
の
郵

便
局

【
時
給
】
バ
イ
ク
1
3
2
0
円
（
雇
用
促
進
手

当
180
円
含
む
）、
軽
四
輪
1
1
4
0
円 

【
そ
の
他
雇
用
条
件
等
】
正
社
員
登
用
制
度
あ

り
、
通
勤
費
支
給
、
賞
与
あ
り
（
年
２
回
）、

週
休
二
日
制
、有
給
休
暇
等
、社
会
保
険
完
備
、

65
歳
定
年
制

問
日
本
郵
便
株
式
会
社　

　
石
見
大
田
郵
便
局　
担
当
：
北
風

０
８
５
４
-82
-０
３
０
３

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

情じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

差さ

点て
ん

広げよう 事故ゼロかわもとの思いやり

　※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

（
令
和
7
年
9
月
末
）

飲酒 物損 死傷者 人身

0
（0）

11
（13）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

0
（0）

66
（78）

0
（1）

0
（1）

川
本
町

累
計

0
（0）

34
（27）

1
（0）

1
（0）

郡
内

月
計

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す

消
防
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

求
職
者
支
援
訓
練
（
公
的
職
業
訓
練
）

郵
便
局
ス
タ
ッ
フ
募
集

女
性
の
た
め
の
再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

来
て
み
ん
さ
い
「
技
能
祭
」
開
催
に
つ
い
て

石
見
も
り
も
り
祭
の
お
知
ら
せ

（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
）

募
　
集

電
話

電
話

F
A
X

電
話

電
話

電
話

電
話

電
話
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くらしの情報 カレンダー 11月
日 月 火 水 木 金 土

27

2

9

16

23

30

28

3

10

17

24

28

4

11

18

25

29

5

12

19

26

30

6

13

20

27

31

7

14

21

28

1　　　

8

15

22

29

●ゴ  ： ゴミ収集
Ａ地域�� （�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･　　

天神町･谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域 （因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域 （西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕 毎週火曜日･金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕 毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕 毎月第２・４水曜日（町内全域）

《10月の納税》
◆ 町県民税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料

《11月の納税》
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料　　
※必ず納期限までに納めましょう。

●悠 休館日
●図 休館日●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日●図 休館日

21 日のマイナンバーカード時間
外・休日受取窓口のご利用には、
前日までに予約が必要です。
【予約・問】町民生活課：72-0632　

●健： 健康相談・検診　　　●公： 公民館
●悠：悠邑ふるさと会館　　●図：図書館
●三：三原まちづくりセンター
●す： すこやかセンター（社会福祉協議会）
●サ： 子育てサポートセンター
●学：学校　　　　　　　　●保：保育所
●教：教育委員会　　　　　●観：観光協会
●ド：ドクターカー巡回　
●マ：マイナンバーカード
●診：休日診療情報 10：00 ～ 16：00
��　　（変更となる場合があります）

●診 ��邑智病院　　　
加藤病院

●診 ��邑智病院　　　
大隈医院

●診 ��星ヶ丘クリニック　　
波多野診療所

●診 ��三上医院　　　
加藤病院

●診 ��邑智病院　　　
加藤病院

●診 ��邑智病院　　　
加藤病院

●診 ��前眼科医院　　
加藤病院

産業祭

●教 �第70回川本町
一周駅伝競走
大会

しまね家庭の日
●ゴ  ��邑智クリーン

センター直接
搬入(一般家庭
ごみ)9:00～
16:00

●悠 優秀映画祭

勤労感謝の日 
●悠 しまね映画祭

振替休日 ●健�/●サ 乳幼児相
談10:00～
11:30(悠邑ふ
るさと会館)

●ド �芋畑集会所
9:00～10:00
田窪自治会館
11:00～12:00

●健 �こころの健康
相談13:30～
15:30(悠邑ふ
るさと会館)　
※要予約

食育の日 
●健 �健康相談　　　

13:30～14:00　　　　
(三原まちづく
りセンター)

●マ �マイナンバー
カード時間外
受取窓口(要
予約)17:15～
19:00【最終受
付18：50】

●悠 しまね映画祭

●悠 �とっぽとがー
このコミカル
サーカス

文化の日 ●ゴ  ��カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ　
(A地域)

川本町あいさつの日
●ゴ  ��カン・ビン・新

聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ　
(B地域)

●ゴ  ��カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ　
(C地域)

●教 �川本町70周年
記念事業「オリ
ンピック選手
三浦龍司選手
による子ども
陸上教室」

●健 �健康相談
11:00～11:30　　
(川本西公民館)

●教 �ニュースポー
ツ体験（午前：
三原まちづく
りセンター　
午後：川本西公
民館）

●悠 優秀映画祭



１０月は里親月間です

知ってください
里親養育のこと

編集後記 今月はお外が暗くなってから職場を退庁する日が多いのですが、この 10月初旬頃は、距離が
普段より近く感じるほどお月様が光っており、真っ暗な夜道を照らしてくれるお陰で、安心して帰宅できます。あっ
て当たり前の存在なので、感じませんでしたが改めて月の偉大さに気づかされた今日この頃でした。（いつき）

川本町の人口 ※（　）は前月との増減
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令和7年9月30日現在

※ 住民基本台帳を基にした、令和7年9月中の異動状況

（前年同期 2,995人）
（前月比　　 　-1人）

2,942 
1,391 （　 1人）

（　-2人）
1,317人

273人
1,593戸

7 人 0 人 0 人
1 人 7 人 0 人

1,551 

未来に受け継いでいきたい、「人のつなが
り、あたたかさ」を表現しました。少しでも
共感いただけましたら、おひとりおひとりの
言葉で広く発信していきましょう。

さまざまな事情で家
族と一緒に生活するこ
とができない子どもた
ちを、家庭に迎え入れ
て公的な責任のもとで
養育をされているのが「里親」の方たち
です。

島根県では、里親になっていただく方
を募集するとともに、里親制度について
広く地域の方たちにご理解いただくため
の取り組みをしています。
◆里親制度について詳しく知りたい
◆自分でも里親になれるのか知りたい
◆興味はあるけどあと一歩踏み出せない　
など

里親制度に関心のある方、短期の委託
もありますので、まずは児童相談所へお
問い合わせください。

「いいけん、島根県」
https://www.kurashimanet.jp/iikenshimaneken/

視覚障がい者の方向けの音声は
こちらからお聴きいただけます
監修（社福）島根ライトハウス

＜浜田児童相談所＞　
TEL：０８５５－２８－３５６０

宝くじ助成事業で整備しました。
　一般財団法人自治総合セン
ターでは、宝くじの収益を財
源に社会貢献広報事業を実施
しています。　　　
　今回活用した「コミュニティ
助成事業」では、活動に必要
な備品や集会施設の整備など
に対して助成を行い、地域の
コミュニティ活動の充実・強
化を図り、地域社会の健全な
発展に寄与することを目的と
しています。

■西自治会
西自治会では、避難所に指
定されている学習交流セン
ターに、災害時に安心して
避難するための備品と収納
できる防災倉庫を整備しま
した。
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